韓国における『古事記』研究(2)二〇〇三~二〇〇六年の学術論文を中心に by 田中 千晶
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
専
門
的
な
研
究
は
近
代
か
ら
始
め
ら
れ
、
特
に
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
本
格
的
に
研
究
が
進
展
し
、
近
年
で
は
年
間
十
数
本
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
『
古
事
記
』
に
関
心
を
寄
せ
る
理
由
と
し
て
、
朝
鮮
半
島
に
関
連
し
た
記
述
の
存
在
、
神
話
の
類
⑴
似
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
近
現
代
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
受
容
研
究
の
一
環
と
し
て
、
韓
国
で
は
ど
の
よ
う
な
視
覚
か
ら
『
古
事
記
』
が
研
究
さ
れ
て
い
る
の
か
、
近
年
の
学
術
論
文
を
紹
介
す
る
。
⑵
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
研
究
動
向
及
び
、
二
〇
〇
〇
年
〜
二
〇
〇
二
年
の
三
年
間
に
お
け
る
研
究
⑶
論
文
リ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
◇
⑷
論
文
の
検
索
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（R
esearch
Inform
ation
S
ervice
System
）
を
基
本
⑸
⑹
と
し
、
補
助
的
に
Ｋ
Ｓ
Ｉ
学
術
論
文
情
報
と
韓
国
学
会
誌
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
スD
Bpia
を
用
い
た
。
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
で
検
索
対
象
を
韓
国
内
学
術
誌
の
論
文
と
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
「
古
事
記
」
で
検
索
⑺
す
る
と
、
一
八
二
件
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。
こ
の
う
ち
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
二
〇
〇
三
年
〜
二
〇
〇
六
年
の
四
年
間
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
の
期
間
で
は
二
十
八
件
の
検
索
結
果
が
得
ら
れ
⑻た
が
、
題
目
や
本
文
内
に
加
え
、
論
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
「
古
事
記
」
も
検
索
さ
れ
る
た
め
、
論
文
の
主
旨
が
『
古
事
記
』
と
異
な
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
（
研
究
年
表
の
７
、
８
等
）。
し
か
し
『
古
事
記
』
が
各
方
面
の
研
究
分
野
か
ら
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
も
、
件
数
に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。
す
べ
て
の
研
究
論
文
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
発
行
年
順
に
題
目
等
を
記
し
た
研
究
年
表
を
挙
げ
、
一
部
の
論
文
⑼
に
つ
い
て
要
旨
を
掲
載
し
た
。
二
〇
〇
七
年
以
降
の
論
文
に
関
し
て
は
、
次
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
（
二
）
│
│
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
六
年
の
学
術
論
文
を
中
心
に
│
│
田
中
千
晶
研
究
年
表
（
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
六
年
）
※
番
号
に
□
を
付
し
た
論
文
は
後
に
要
旨
を
記
載
す
る
。
題
目
著
者
学
術
誌
名
、
巻
号
発
行
所
発
行
年
１
国
学
の
観
点
で
み
た
日
本
人
の
生
と
思
想
李
梨
花
東
洋
學
３３
檀
國
大
學
校
東
洋
學
研
究
所
二
〇
〇
三
・
二
２
物
部
氏
と
降
臨
傳
承
金
末
式
研
究
論
文
集
（U
C
R
EPO
RT
）
２９
│
２
蔚
山
科
學
大
學
二
〇
〇
三
・
二
３
『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
非
」、「
不
」
の
用
字
法
研
究
安
熙
貞
日
語
日
文
學
研
究
４５
│
１
韓
国
日
語
日
文
学
会
二
〇
〇
三
・
五
４
天
照
大
御
神
と
神
武
金
ソ
ク
グ
ン
日
本
研
究
論
叢
１８
現
代
日
本
学
会
二
〇
〇
三
・
十
二
５
天
之
日
矛
傳
承
の
考
察
│
渡
來
と
土
着
を
中
心
に
│
崔
元
載
日
本
語
文
学
２４
日
本
語
文
学
会
二
〇
〇
四
・
二
（２３）
６『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
死
」
の
漢
字
表
記
│
『
三
國
史
記
』『
三
國
遺
事
』
と
の
比
較
崔
書
寧
日
本
文
化
學
報
２０
韓
国
日
本
文
化
学
会
二
〇
〇
四
・
二
７
丸
山
真
男
の
 b
asso
o
stin
ato
（
執
拗
低
音
）
に
対
す
る
一
考
察
柳
生
眞
日
本
思
想
６
韓
国
日
本
思
想
史
学
会
二
〇
〇
四
・
四
８
法
隆
寺
創
建
の
真
相
と
日
本
書
紀
編
纂
川
端
俊
一
郎
閔
丙
勳：
訳
人
文
科
學
論
文
集
３８
大
田
大
學
校
人
文
科
學
研
究
所
二
〇
〇
四
・
八
９
古
代
日
本
の
哲
学
思
想
発
展
に
与
え
た
朝
鮮
民
族
の
影
響
韓
明
煥
退
溪
學
と
儒
教
文
化
３５
│
２
慶
北
大
學
校
退
溪
研
究
所
二
〇
〇
四
・
八
１０
比
賣
碁
曾
社
の
神
に
關
す
る
一
考
察
崔
元
載
日
本
語
文
学
２６
日
本
語
文
学
会
二
〇
〇
四
・
八
１１
日
本
呉
音
の
非
体
系
的
特
質
に
就
い
て
金
正
彬
日
本
文
化
學
報
２２
韓
国
日
本
文
化
学
会
二
〇
〇
四
・
八
１２
古
事
記
の
世
界
觀
に
關
す
る
一
考
察
│
大
年
神
の
系
譜
の
意
味
│
金
祥
圭
日
語
日
文
学
２４
大
韓
日
語
日
文
学
会
二
〇
〇
四
・
十
一
１３
国
文
学
の
方
法
と
歴
史
研
究
│
『
古
事
記
』
の
『
古
代
』／『
日
本
書
紀
』
の
『
歴
史
』
│
神
野
志
隆
光
日
本
文
化
研
究
１３
東
ア
ジ
ア
日
本
学
会
二
〇
〇
五
・
一
１４
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
天
孫
観
│
天
孫
降
臨
神
話
を
中
心
に
崔
元
載
日
本
語
文
学
２８
日
本
語
文
学
会
二
〇
〇
五
・
二
１５
仲
哀
記
の
構
想：
王
権
の
描
き
方
を
め
ぐ
っ
て
金
祥
圭
日
本
學
研
究
１６
檀
國
大
學
校
日
本
研
究
所
二
〇
〇
五
・
四
１６
『
古
事
記
』
倭
建
命
物
語
の
構
造
と
方
法
李
権
煕
日
本
學
研
究
１６
檀
國
大
學
校
日
本
研
究
所
二
〇
〇
五
・
四
１７
古
代
日
本
社
会
の
占
に
関
す
る
考
察
│
万
葉
集
の
分
析
を
中
心
に
│
具
廷
鎬
日
本
學
研
究
１６
檀
國
大
學
校
日
本
研
究
所
二
〇
〇
五
・
四
１８
古
事
記
の
「
カ
タ
リ
」
と
歌
謠
の
利
用
│
「
辞
」
の
表
現
を
中
心
に
李
権
煕
東
ア
ジ
ア
古
代
学
１１
東
ア
ジ
ア
古
代
学
会
二
〇
〇
五
・
六
１９
『
古
事
記
』
王
權
の
語
り
と
歌
謠
李
権
煕
日
本
思
想
９
韓
国
日
本
思
想
史
学
会
二
〇
〇
五
・
十
２０
山
上
憶
良
の
「
ノ
甲
類
」
と
「
ヌ
」
の
二
重
型
問
題
金
テ
ソ
ン
韓
国
日
本
語
文
学
会
学
術
発
表
大
会
論
文
集
２
０
０
５
│
４
韓
国
日
本
語
文
学
会
二
〇
〇
五
・
十
２１
天
照
大
御
神
は
女
神
か
？
│
『
古
事
記
』
を
中
心
に
│
李
昌
秀
比
較
文
化
研
究
９
│
２
慶
煕
大
學
校
比
較
文
化
研
究
所
二
〇
〇
五
・
十
二
２２
国
民
国
家
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
蘇
っ
た
『
三
国
遺
事
』
の
世
界
観
│
韓
国
初
中
等
教
育
の
歴
史
教
科
書
を
中
心
に
│
朴
正
義
日
本
文
化
學
報
２８
韓
国
日
本
文
化
学
会
二
〇
〇
六
・
二
２３
東
ア
ジ
ア
叙
事
文
学
伝
統
か
ら
の
離
脱
朴
眞
秀
亜
細
亜
文
化
研
究
１０
 
園
大
學
校
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
二
〇
〇
六
・
二
２４
語
り
と
し
て
の
歌
謡
物
語
に
つ
い
て
李
權
熙
日
本
研
究
２７
韓
國
外
國
語
大
學
校
日
本
研
究
所
二
〇
〇
六
・
三
２５
『
古
事
記
』
の
展
開
過
程
研
究
│
須
佐
之
男
命
の
神
性
を
中
心
に
│
崔
震
甲
日
本
近
代
学
研
究
１２
韓
国
日
本
近
代
学
会
二
〇
〇
六
・
五
２６
記
紀
歌
謡
の
「
場
」
に
関
す
る
考
察
│
宮
廷
儀
礼
の
「
場
」
を
中
心
に
李
権
熙
東
ア
ジ
ア
古
代
学
１３
東
ア
ジ
ア
古
代
学
会
二
〇
〇
六
・
六
２７
古
事
記
│
神
武
天
皇
記
事
の
性
格
全
英
希
韓
日
語
文
論
集
１０
韓
日
日
語
日
文
学
会
二
〇
〇
六
・
八
２８
『
平
家
物
語
』
に
現
れ
た
死
生
観
李
ミ
ジ
ャ
韓
国
日
本
語
文
学
会
学
術
発
表
大
会
論
文
集
２
０
０
６
│
１０
韓
国
日
本
語
文
学
会
二
〇
〇
六
・
十
甲南女子大学研究紀要第 50号 文学・文化編（2014年 3月） （２４）
論
文
要
旨
（
年
表
よ
り
抜
粋
）
２
金
末
式
「
物
部
氏
と
降
臨
傳
承
」（『
研
究
論
文
集
（U
C
R
EPO
RT
）』
２９
│
２
、
蔚
山
科
學
大
學
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
が
成
立
し
た
七
、
八
世
紀
は
、
律
令
体
制
を
基
礎
と
し
た
天
皇
専
制
国
家
が
成
立
さ
れ
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。
両
書
に
記
さ
れ
る
邇
邇
芸
命
の
降
臨
神
話
は
、『
旧
事
本
紀
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
物
部
氏
の
先
祖
の
降
臨
神
話
と
同
一
系
統
の
伝
承
で
あ
る
。
特
に
そ
の
神
話
形
態
及
び
、
隨
伴
す
る
神
々
の
構
造
や
性
格
か
ら
も
類
似
性
は
否
定
で
き
ず
、
物
部
氏
の
先
祖
の
降
臨
伝
承
が
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
と
と
も
に
、
建
国
神
話
と
し
て
発
展
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
五
、
六
世
紀
頃
に
物
部
氏
が
活
躍
し
て
い
た
と
い
う
歴
史
性
か
ら
み
て
、
物
部
氏
が
古
代
韓
国
の
移
住
民
氏
族
と
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
天
孫
降
臨
神
話
に
現
れ
て
い
る
五
部
神
が
百
済
・
高
句
麗
の
支
配
階
級
で
あ
る
「
五
部
組
織
」
を
意
味
す
る
と
い
う
証
明
を
試
み
た
。
３
安
熙
貞
「『
古
事
記
』
に
お
け
る
 
非
、 
不

の
用
字
法
研
究
」（『
日
語
日
文
學
研
究
』
４５
│
１
、
韓
国
日
語
日
文
学
会
、
二
〇
〇
三
年
五
月
）
『
古
事
記
』
に
お
い
て
否
定
表
現
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
「
非
」
と
「
不
」
の
用
法
を
韓
・
日
・
中
三
ヵ
国
語
の
用
字
法
と
い
う
観
点
か
ら
再
検
討
し
た
も
の
。
具
体
的
に
は
「
非
」
と
「
不
」
の
二
つ
の
字
の
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
数
詞
と
代
名
詞
と
の
結
合
の
可
否
を
挙
げ
、
論
じ
た
。「
不
」
は
可
能
で
あ
る
が
、「
非
」
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仮
定
条
件
を
表
す
場
合
は
従
属
節
に
「
非
」
が
必
ず
使
わ
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
韓
・
日
両
側
の
資
料
で
は
本
来
の
用
法
（
中
国
語
）
と
は
異
な
る
形
式
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
古
代
韓
国
資
料
で
は
「
非
」
は
否
定
と
し
て
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
仮
定
を
表
す
場
合
「
非
」
が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。
一
方
、『
古
事
記
』
で
の
仮
定
表
現
に
は
「
非
」
が
使
用
さ
れ
た
り
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
て
、
本
来
の
用
法
と
差
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
不
」
は
名
詞
に
先
行
し
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
を
、
仮
定
表
現
の
ル
ー
ル
よ
り
優
先
し
た
太
安
万
侶
の
表
記
意
識
を
見
出
し
た
。
ま
た
、「
是
」
の
否
定
表
記
と
し
て
「
非
」「
非
是
」「
不
是
」
の
三
種
類
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
古
事
記
』
で
は
最
も
早
い
時
期
の
表
記
で
あ
る
「
非
」
だ
け
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
も
太
安
万
侶
の
表
記
意
識
が
覗
か
れ
る
と
す
る
。
結
論
と
し
て
、
否
定
の
二
文
字
に
は
若
干
の
相
違
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
本
来
の
用
法
に
ほ
ぼ
基
づ
い
て
用
い
ら
れ
た
と
論
じ
た
。
４
金
ソ
ク
グ
ン
「
天
照
大
御
神
と
神
武
」（『
日
本
研
究
論
叢
』
１８
、
現
代
日
本
学
会
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）
い
わ
ゆ
る
「
記
紀
神
話
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
の
神
話
、
特
に
『
古
事
記
』
の
建
国
神
話
を
①
太
陽
神
で
あ
り
同
時
に
皇
室
の
先
祖
神
と
見
な
さ
れ
る
天
照
大
御
神
、
②
初
代
天
皇
と
し
て
の
神
武
天
皇
、
③
彼
ら
の
間
に
置
か
れ
て
い
る
「
天
孫
降
臨
と
国
譲
り
」
に
焦
点
を
当
て
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
記
紀
神
話
に
込
め
ら
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
解
明
を
試
み
た
論
。
そ
の
結
果
、
記
紀
神
話
特
に
『
古
事
記
』
神
話
は
「
古
代
天
皇
制
」
を
後
支
え
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
一
種
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
装
置
、
換
言
す
れ
ば
「
空
と
太
陽
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
実
現
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
天
照
大
御
神
と
初
代
天
皇
神
武
が
浮
上
し
た
側
面
に
は
、
壬
申
の
乱
を
通
じ
て
絶
対
君
主
と
し
て
登
場
し
た
「
日
本
」
の
天
武
「
天
皇
」
が
積
極
的
に
介
入
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
『
古
事
記
』
神
話
は
永
ら
く
忘
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
近
代
に
入
り
近
代
の
天
皇
制
と
か
ら
ま
っ
て
今
一
度
政
治
化
す
る
様
相
を
見
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
超
国
家
主
義
な
い
し
ウ
ル
ト
ラ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
強
力
な
原
動
力
と
し
て
作
用
し
た
時
、「
歴
史
の
神
話
化
」
の
絶
頂
に
達
し
た
と
結
論
づ
け
た
。
９
韓
明
煥
「
古
代
日
本
の
哲
学
思
想
発
展
に
与
え
た
朝
鮮
民
族
の
影
響
」（『
退
溪
學
と
儒
教
文
化
』
３５
│
２
、
慶
北
大
學
校
退
溪
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
八
月
）
古
代
日
本
の
文
化
は
朝
鮮
文
化
の
影
響
を
受
け
て
発
展
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
高
い
文
化
水
準
を
有
し
て
い
た
朝
鮮
民
族
が
早
く
か
ら
日
本
領
土
に
積
極
的
に
進
出
し
て
先
進
文
化
を
伝
播
し
文
化
発
展
を
先
導
し
て
き
た
と
し
、
中
で
も
哲
学
思
想
の
発
展
に
与
え
た
影
響
を
と
り
あ
げ
考
察
し
た
論
。『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
、
百
済
国
が
王
仁
を
送
っ
て
『
論
語
』
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
儒
教
思
想
を
本
格
的
に
普
及
さ
せ
て
い
っ
た
と
す
る
。
儒
教
思
想
の
伝
播
は
百
済
の
人
々
だ
け
で
な
く
高
句
麗
の
人
々
に
よ
っ
て
も
進
行
さ
れ
、『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
曇
懲
が
日
本
の
人
々
に
仏
教
思
想
と
共
に
儒
教
思
想
も
積
極
的
に
宣
伝
し
た
と
す
る
。
ま
田中 千晶：韓国における『古事記』研究（二）（２５）
た
、
高
句
麗
、
百
済
、
新
羅
の
三
ヶ
国
の
人
々
は
儒
教
思
想
だ
け
で
な
く
古
代
日
本
に
初
め
て
仏
教
思
想
を
伝
播
し
て
普
及
さ
せ
た
。
仏
教
の
初
期
思
想
的
発
展
を
見
せ
る
代
表
的
例
と
し
て
南
都
六
宗
の
出
現
を
あ
げ
、
こ
の
南
都
六
宗
の
成
立
と
発
展
が
朝
鮮
の
人
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
具
体
例
を
あ
げ
て
述
べ
る
。
南
都
六
宗
の
ほ
と
ん
ど
は
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
成
立
し
て
発
展
し
た
と
す
る
。
高
句
麗
、
百
済
、
新
羅
な
ど
朝
鮮
の
人
々
に
よ
っ
て
儒
教
、
仏
教
の
よ
う
な
洗
練
さ
れ
た
宗
教
的
世
界
観
が
伝
播
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
代
の
日
本
で
は
哲
学
的
思
惟
分
野
で
画
期
的
な
転
換
が
起
き
る
こ
と
に
な
っ
た
し
、
未
開
か
ら
文
明
へ
の
跳
躍
が
成
さ
れ
た
、
と
論
じ
た
。
１２
金
祥
圭
「
古
事
記
の
世
界
観
に
関
す
る
一
考
察
│
大
年
神
の
系
譜
の
意
味
│
」（『
日
語
日
文
学
』
２４
、
大
韓
日
語
日
文
学
会
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
）
古
事
記
を
三
巻
本
に
作
っ
た
背
景
に
は
、
建
国
の
由
来
、
神
道
的
天
皇
、
儒
教
的
な
天
皇
観
と
い
う
各
巻
の
主
題
の
相
違
の
他
に
、
独
自
の
世
界
観
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
大
和
朝
廷
の
対
外
を
反
映
し
た
小
中
華
思
想
に
支
え
ら
れ
、
天
皇
の
「
天
下
」
は
大
八
島
国
（
日
本
）
を
中
心
と
し
て
朝
鮮
（
韓
国
）
を
朝
貢
国
（
蕃
国
）
と
見
立
て
て
お
り
、
こ
の
基
本
軸
は
、
中
巻
仲
哀
記
の
新
羅
征
伐
伝
承
が
下
地
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
新
羅
領
有
が
い
わ
ゆ
る
神
功
・
応
神
の
征
服
に
よ
る
と
い
う
よ
り
、
神
功
皇
后
の
祖
先
で
あ
る
ア
メ
ノ
ヒ
ボ
コ
に
よ
っ
て
正
統
性
を
も
ち
得
た
こ
と
と
同
様
、
神
代
記
の
韓
神
な
ど
大
年
神
の
系
譜
に
載
せ
ら
れ
た
韓
国
関
連
の
神
々
が
天
皇
の
海
外
支
配
領
域
の
伏
線
と
し
て
働
い
た
結
果
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
。
大
年
神
の
系
譜
を
国
つ
神
で
あ
る
大
国
主
神
の
物
語
の
中
に
配
置
さ
せ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
と
推
察
し
て
い
る
。
１４
崔
元
載
「『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
天
孫
観
│
天
孫
降
臨
神
話
を
中
心
に
」（『
日
本
語
文
学
』
２８
、
日
本
語
文
学
会
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）
記
紀
の
天
孫
降
臨
神
話
に
お
け
る
降
臨
神
の
指
称
語
に
注
目
し
、
両
書
の
世
界
観
の
違
い
を
考
察
し
た
も
の
。『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
降
臨
神
の
指
称
語
と
し
て
「
天
神
御
子
」「
天
神
之
御
子
」
を
使
用
し
て
お
り
、
高
天
原
の
主
神
た
る
「
天
神
」（
高
御
産
巣
日
神
と
天
照
大
御
神
）
の
司
令
を
受
け
て
天
降
る
「
天
孫
」（「
天
神
御
子
」「
天
神
之
御
子
」）
の
在
り
方
を
、
天
神
に
繋
が
る
直
系
の
神
と
し
て
文
脈
的
に
特
定
し
、
古
事
記
神
話
の
特
徴
を
浮
彫
り
に
し
て
い
る
と
し
た
。
一
方
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
天
神
」
を
絶
対
的
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
ら
ず
、
降
臨
神
の
指
称
語
と
し
て
は
「
皇
孫
」「
天
孫
」
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
皇
祖
高
皇
産
霊
尊
と
皇
孫
火
瓊
瓊
杵
尊
が
血
縁
関
係
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、「
皇
祖
」
│
「
皇
孫
」
│
「
天
皇
」
と
い
う
皇
統
の
実
現
の
中
で
「
天
孫
」
を
定
位
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
論
じ
た
。
１７
具
廷
鎬
「
古
代
日
本
社
会
の
占
に
関
す
る
考
察
│
万
葉
集
の
分
析
を
中
心
に
│
」（『
日
本
学
研
究
』
１６
、
檀
國
大
學
校
日
本
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
四
月
）
古
事
記
を
は
じ
め
、
日
本
書
紀
、
万
葉
集
、
風
土
記
な
ど
、
上
代
文
学
の
範
で
取
り
扱
う
文
献
を
中
心
に
据
え
て
古
代
日
本
社
会
に
お
け
る
「
占
」
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
も
の
。
具
体
的
に
は
文
献
の
精
読
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
料
を
分
析
し
、
そ
れ
に
註
釈
や
私
見
を
加
え
て
い
る
。
上
代
文
献
の
記
述
に
よ
っ
て
日
本
の
占
を
分
類
す
る
と
、
公
的
に
行
わ
れ
た
占
と
民
間
の
レ
ベ
ル
で
私
的
に
行
わ
れ
た
占
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
公
的
な
占
と
し
て
は
代
表
的
な
も
の
と
し
て
太
占
と
い
う
、
鹿
の
骨
や
亀
の
甲
羅
を
以
て
お
こ
な
う
占
。
こ
れ
は
卜
部
と
い
う
下
級
官
吏
に
よ
っ
て
神
意
を
問
う
か
た
ち
を
と
る
。
一
方
、
私
的
に
行
わ
れ
た
占
に
は
、
夕
占
・
足
占
・
石
占
・
苗
占
・
水
占
な
ど
、
実
に
多
樣
な
も
の
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
占
は
占
の
結
果
に
よ
っ
て
将
来
を
予
測
す
る
と
い
う
次
元
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
た
結
論
に
添
う
結
果
は
吉
兆
で
あ
り
、
反
す
る
結
果
は
凶
兆
で
あ
る
と
い
う
、
単
純
な
二
者
択
一
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
１８
李
権
熙
「
古
事
記
の
「
カ
タ
リ
」
と
歌
謠
の
利
用
│
「
辞
」
の
表
現
を
中
心
に
」（『
東
ア
ジ
ア
古
代
学
』
１１
、
東
ア
ジ
ア
古
代
学
会
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
歌
謠
物
語
、
そ
の
中
で
も
特
に
弟
橘
比
売
の
入
水
物
語
を
取
り
上
げ
て
、
『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
カ
タ
リ
」
と
「
ウ
タ
」
と
い
う
様
式
の
問
題
、
そ
れ
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
『
古
事
記
』
の
表
現
様
式
と
し
て
の
歌
謠
物
語
の
方
法
を
考
察
し
た
も
の
。「
カ
タ
リ
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
叙
事
性
と
、「
ウ
タ
」
の
抒
情
性
は
相
容
れ
な
い
が
、
散
文
と
韻
文
と
い
う
異
な
る
様
式
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
歌
謠
物
語
は
、「
カ
タ
リ
」
と
「
ウ
タ
」
の
、
特
に
「
ウ
タ
」
の
も
つ
含
蓄
性
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
抒
情
の
広
が
り
を
目
指
し
て
、
最
初
か
ら
意
図
さ
れ
試
み
ら
れ
た
新
し
い
「
カ
タ
リ
」
の
方
法
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
著
者
は
、
一
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字
一
音
式
の
仮
名
で
書
き
表
し
た
歌
を
、
段
落
の
綴
じ
め
的
な
位
置
に
据
え
る
こ
と
で
一
つ
の
物
語
を
締
め
く
く
る
と
い
う
、
倭
建
命
の
歌
謠
物
語
の
方
法
を
問
う
。「
辞
」
的
表
現
に
依
存
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
と
が
ら
の
叙
述
の
積
み
重
ね
に
お
い
て
可
能
に
な
る
散
文
表
現
と
、
こ
れ
と
は
逆
に
「
辞
」
的
表
現
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
、
歌
と
い
う
表
現
の
意
識
化
を
『
古
事
記
』
の
表
現
、
ひ
い
て
は
『
古
事
記
』
の
中
の
物
語
と
歌
と
い
う
表
現
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
弟
橘
比
売
の
入
水
物
語
は
、
弟
橘
比
売
の
死
に
よ
っ
て
段
落
づ
け
ら
れ
、
倭
建
命
物
語
全
体
は
倭
建
命
の
死
に
よ
っ
て
括
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、『
古
事
記
』
は
物
語
の
結
末
の
部
分
を
、
死
を
も
っ
て
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
全
体
に
重
苦
し
い
抒
情
性
を
漂
わ
せ
て
い
る
と
す
る
。
弟
橘
比
売
の
歌
は
「
の
」「
に
」「
の
」「
は
も
」
な
ど
の
「
辞
」
の
こ
と
ば
の
滑
ら
か
な
連
結
に
よ
っ
て
、
抒
情
詩
的
情
趣
を
感
じ
さ
せ
る
情
意
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
結
句
を
「
ハ
モ
」
と
い
う
助
詞
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
強
い
哀
惜
の
念
に
基
づ
き
過
去
を
回
想
し
つ
つ
、
離
れ
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
嘆
く
と
い
う
。
こ
の
歌
に
よ
っ
て
弟
橘
比
売
の
死
に
対
す
る
悲
哀
感
は
一
層
高
め
ら
れ
、
一
つ
の
物
語
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。
ひ
と
つ
の
物
語
を
歌
に
よ
っ
て
締
め
括
る
と
い
う
方
法
は
、
和
歌
の
世
界
で
育
ま
れ
た
抒
情
の
世
界
が
前
提
に
な
っ
て
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
る
、
高
度
な
文
学
的
技
法
で
あ
る
。『
古
事
記
』
は
天
皇
の
世
界
の
確
立
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
、
倭
建
命
の
悲
運
の
歌
謠
物
語
を
通
し
て
語
る
が
、
こ
こ
に
『
古
事
記
』
完
成
者
の
文
芸
的
趣
向
や
、
創
作
的
意
図
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
こ
そ
が
『
古
事
記
』
の
目
指
し
た
倭
建
命
物
語
の
方
法
で
あ
っ
た
と
す
る
。
２１
李
昌
秀
「
天
照
大
御
神
は
女
神
か
？
│
『
古
事
記
』
を
中
心
に
│
」（『
比
較
文
化
研
究
』
９
│
２
、
慶
煕
大
學
校
比
較
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）
ア
マ
テ
ラ
ス
は
こ
れ
ま
で
日
本
神
話
に
お
い
て
女
神
と
し
て
の
性
格
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
さ
れ
て
き
た
が
、『
古
事
記
』
の
上
巻
及
び
『
日
本
書
紀
』
の
神
代
巻
に
記
さ
れ
て
い
る
日
本
神
話
の
構
造
と
特
徴
か
ら
見
る
と
、
果
た
し
て
ア
マ
テ
ラ
ス
が
女
神
で
あ
る
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
と
り
わ
け
『
古
事
記
』
に
描
か
れ
て
い
る
ア
マ
テ
ラ
ス
を
綿
密
に
分
析
す
る
こ
と
で
こ
の
問
い
に
答
え
よ
う
と
し
た
論
。
さ
ら
に
『
古
事
記
』
に
記
さ
れ
た
女
神
の
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
の
関
連
性
を
探
り
、『
古
事
記
』
の
編
纂
意
図
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
神
名
に
見
え
る
「
売
（
メ
）」
と
い
う
称
号
を
至
高
神
で
あ
る
ア
マ
テ
ラ
ス
に
は
つ
け
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
ま
た
女
神
よ
り
は
男
神
を
重
視
し
た
『
古
事
記
』
の
編
纂
意
図
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
女
神
に
取
り
扱
う
理
由
は
な
い
と
結
論
づ
け
た
。
２５
崔
震
甲
「『
古
事
記
』
の
展
開
過
程
研
究
│
須
佐
之
男
命
の
神
性
を
中
心
に
│
」（『
日
本
近
代
学
研
究
』
１２
、
韓
国
日
本
近
代
学
会
、
二
〇
〇
六
年
五
月
）
須
佐
之
男
命
の
神
性
は
い
っ
た
い
善
神
な
の
か
、
悪
神
な
の
か
、
ま
た
は
荒
ぶ
る
だ
け
の
神
な
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
高
天
原
で
は
、
天
岩
屋
戶
の
籠
も
り
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
悪
事
を
働
い
た
荒
ぶ
る
神
で
あ
っ
た
。
し
か
し
高
天
原
を
追
放
さ
れ
出
雲
に
天
降
っ
て
か
ら
の
須
佐
之
男
命
は
八
俣
遠
呂
智
を
退
治
し
草
薙
の
剣
を
得
て
天
照
大
御
神
に
献
上
し
、
出
雲
の
聖
地
・
須
賀
に
宮
処
を
定
め
、
助
け
た
櫛
名
田
比
売
と
結
婚
す
る
と
い
う
善
神
と
し
て
の
須
佐
之
男
命
の
姿
で
あ
る
。『
古
事
記
』
で
は
「
宇
気
比
」
に
よ
っ
て
お
互
い
に
「
子
」
を
生
み
だ
し
、
そ
の
性
別
が
正
邪
の
判
定
の
基
準
に
な
っ
て
お
り
、
又
、「
宇
気
比
」
に
は
「
交
接
」
と
い
う
神
話
的
意
味
が
あ
る
と
見
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
神
生
み
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
対
立
す
る
天
照
大
御
神
と
須
佐
之
男
命
に
存
在
す
る
間
接
的
な
交
接
と
い
う
神
話
的
特
徴
を
見
出
し
た
。
須
佐
之
男
命
が
老
年
期
に
根
堅
州
國
の
主
宰
神
と
な
っ
て
大
国
主
神
に
数
々
の
試
練
を
与
え
た
こ
と
は
、
通
過
儀
礼
で
あ
り
、
そ
れ
は
子
ど
も
の
自
分
が
死
ん
で
大
人
と
し
て
「
再
生
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
最
後
は
葦
原
中
国
の
国
土
経
営
を
行
い
、
繁
栄
と
秩
序
へ
の
布
石
を
な
し
て
い
る
と
す
る
。『
古
事
記
』
の
展
開
過
程
に
お
い
て
考
察
し
た
須
佐
之
男
命
は
、
天
津
罪
、
国
津
罪
、
全
て
の
罪
を
代
わ
り
に
背
負
っ
て
く
れ
る
救
い
の
神
性
を
持
っ
た
善
神
で
あ
っ
た
と
み
な
し
た
。
２７
全
英
希
「
古
事
記
│
神
武
天
皇
記
事
の
性
格
」（『
韓
日
語
文
論
集
』
１０
、
韓
日
日
語
日
文
学
会
、
二
〇
〇
六
年
八
月
）
何
故
天
武
は
自
ら
を
神
武
に
投
影
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
歴
史
的
な
投
影
を
も
っ
て
、
天
武
は
果
た
し
て
、
何
を
求
め
て
い
た
か
に
つ
い
て
論
じ
た
。
史
書
の
書
か
れ
た
歴
史
の
構
図
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、
天
武
の
神
武
へ
の
投
影
に
は
、
壬
申
の
乱
の
正
当
化
と
い
う
よ
り
は
、
天
武
自
身
の
皇
位
へ
の
継
承
に
お
け
る
正
当
性
の
追
求
と
い
う
側
面
が
強
く
窺
え
る
、
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
「
神
武
記
」
は
、
ま
さ
に
正
統
に
神
の
血
を
継
承
し
て
い
る
場
面
が
重
視
さ
れ
て
い
る
神
話
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
で
、「
神
武
記
」
は
建
国
の
問
題
よ
り
田中 千晶：韓国における『古事記』研究（二）（２７）
は
、
血
の
継
承
と
正
統
性
の
意
識
の
強
い
神
話
、
す
な
わ
ち
王
権
神
話
的
要
素
が
強
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
結
論
づ
け
た
。
注⑴
魯
成
煥
「
神
話
学
か
ら
見
た
韓
国
の
記
紀
研
究
」（『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
５１
│
１
學
燈
社
二
〇
〇
六
年
一
月
）
⑵
研
究
動
向
に
関
し
て
は
注
⑴
及
び
、
金
祥
圭
「
韓
国
に
お
け
る
日
本
神
話
研
究
の
現
状
」（『
古
事
記
年
報
』
４６
古
事
記
学
会
二
〇
〇
四
年
一
月
）
を
参
照
し
た
。
⑶
田
中
千
晶
「
韓
国
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
（
一
）
│
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
二
年
の
学
術
論
文
を
中
心
に
│
」（『
水
門
』
２５
勉
誠
出
版
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）
⑷
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
韓
国
教
育
学
術
情
報
院
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
。
韓
国
内
学
術
誌
論
文
、
海
外
学
術
誌
論
文
、
学
位
論
文
、
単
行
本
、
学
術
誌
を
検
索
で
き
、
韓
国
内
の
学
会
及
び
大
学
附
設
の
研
究
所
が
発
行
す
る
学
術
誌
の
論
文
約
九
三
万
件
、
学
位
論
文
に
つ
い
て
は
、
国
内
一
四
〇
余
大
学
の
碩
士
（
日
本
の
修
士
に
相
当
）、
博
士
学
位
論
文
約
三
八
万
件
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。http
://w
w
w
.riss.kr/index.do
⑸
Ｋ
Ｓ
Ｉ
韓
国
学
術
情
報
（K
o
rean
Studies
Info
rm
atio
n
,K
SI
）
が
提
供
す
る
学
術
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
韓
国
内
一
二
〇
〇
余
の
学
会
及
び
研
究
所
が
発
行
す
る
学
会
誌
及
び
研
究
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
約
八
〇
万
件
の
論
文
を
収
録
。http
://w
w
w
.papersearch.net/
⑹
N
urim
edia
社
が
韓
国
最
大
の
書
店
・
教
保
書
店
と
と
も
に
提
供
す
る
学
術
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
約
一
四
〇
万
件
の
論
文
、
八
〇
七
機
関
、
一
六
一
一
種
の
刊
行
物
を
収
録
（
二
〇
一
二
年
九
月
現
在
）。
http
://w
w
w
.dbpia
.co
.kr/
⑺
二
〇
一
三
年
一
〇
月
三
〇
日
現
在
。
漢
字
「
古
事
記
」
も
ハ
ン
グ
ル
表
記
「
」
も
同
数
の
一
八
二
件
で
あ
る
。
⑻
韓
国
の
学
術
誌
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
人
研
究
者
の
論
文
を
含
む
。
⑼
年
表
に
は
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
論
文
も
掲
載
し
た
。
要
旨
は
、
原
則
と
し
て
韓
国
人
名
の
筆
者
に
よ
る
論
文
を
選
択
し
、
私
に
翻
訳
し
要
約
あ
る
い
は
筆
者
に
よ
る
要
旨
を
簡
略
化
し
た
。
論
文
名
等
は
適
宜
日
本
語
に
変
え
た
が
、
筆
者
名
の
漢
字
表
記
が
不
明
な
も
の
は
韓
国
語
読
み
を
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
し
た
。
“Kojiki” studies in South Korea（2）
──Academic papers from 2003 to 2006──
TANAKA Chiaki
Abstract : In this article, I introduce the “Kojiki” researches in South Korea. I will analyze the academic pa-
pers on “Kojiki” after 2000. South Korea has worked on its researches in full scale since the 1980’s.
The similarity of the myths of Japan and South Korea, and the descriptions of the Korean Peninsula have
been mainly discussed there.
要旨：韓国においては、近代に入ってから『古事記』の研究が始められた。朝鮮半島に関する記述の
存在、神話の類似性などが研究対象として関心を持つ理由であり、本格的に研究が進展してきたのは
1980年代以降である。その研究方法は大きく次の二つに分けることができる。一つは日韓の神話を
比較し、日本にいかに文化的影響を与えたかを解明する研究、今一つは『古事記』『日本書紀』の特
殊性をそれぞれのテキストに分離して探る研究である。方法の異なる両者を結び、且つ韓国の『古事
記』研究の転機となった研究が、魯成煥『日本神話の研究』（報告社、2002年 9月）といえる。本稿
ではこの『日本神話の研究』を転換点とみなし、刊行前夜にあたる 2000年以降、どのような視覚か
ら『古事記』が研究されているのかについて、韓国内における学術論文を紹介する。
甲南女子大学研究紀要第 50号 文学・文化編（2014年 3月） （２８）
